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モデルベースドアプローチを用いた頭頚部扁平上皮癌に対する放射線治療症例

の有害事象リスク評価 

 

１．研究の対象 

2018年1月1日から2023年12月31日までの期間に、陽子線治療が開始された咽喉頭

（喉頭・中咽頭および下咽頭）を原発巣とする局所進行頭頚部扁平上皮癌で、治療開

始時に20歳以上であった患者さん。 

 

２．研究目的・方法 

研究目的：陽子線をおこなった患者さんの治療計画データを用いて、有害事

象発生確率を計算し、X線による治療計画と比較します。 

研究方法：患者さんの陽子線治療計画情報とカルテに記載されている診療情

報を用いて、数学的モデルにより将来の有害事象発生確率を計算します。仮想

的に X線治療計画も作成し、両者の比較もおこないます。いずれも個人が特定

される情報は匿名化します。 

研究実施期間：研究許可日～2026 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる情報の種類 

本研究では、2018 年 1 月 1 日から 2023 年 12 月 31 日の間までに治療が行われ

た患者さんの情報を利用します。 

カルテ情報：年齢・性別・診断名・病理組織名・治療歴・全身状態 

放射線治療計画内容：線量・照射法などの放射線治療実施に関する記録、CT･

MRI画像および臓器の輪郭情報などを用います。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

この研究は、研究参加施設から情報を研究事務局（国立がん研究センター東

病院放射線治療科）へ提出し、解析を行います。研究に用いる情報は、電子シ

ステムで管理されますが、一部の情報は研究事務局に CD/DVD-ROM で送付され

ます。 

 

５．研究組織 

研究代表者： 

・国立がん研究センター東病院 放射線治療科 科長 全田貞幹 

 



 

 

 

研究事務局： 

・国立がん研究センター東病院放射線治療科 非常勤医師 秋元哲夫・茂木 厚 

 

・共同研究機関名・研究責任者名 （以下の表） 

 

共同研究機関名 部門 
研究責任者 

役職 氏名 

北海道大学病院  
放射線治療

科 
教授 青山 英史 

名古屋市立大学医学部附属

西部医療センター 

陽子線治療

科 
副部長 岩田宏満 

社会医療法人禎心会 札幌

禎心会病院 

陽子線治療 

センター 
センター長 高木克 

 

 

6．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下

さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さん

の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の

連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあ

りません。 

 

研究代表機関の連絡先： 

国立がん研究センター東病院放射線治療科 全田貞幹 

千葉県柏市柏の葉 6-5-1  

電話番号：04-7133-1111 

 

研究機関の長： 

北海道大学病院 病院長 渥美達也 

 



 

 

 

研究責任者： 

北海道大学病院放射線治療科 青山英史 

札幌市北区北 15 条西 7丁目  

電話番号：011-706-5977 

 

北海道大学病院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

北海道大学病院病院放射線治療科 安田耕一 

札幌市北区北 15 条西 7丁目  

電話番号：011-706-5977 

 


